












導入する事業を始め， 2001 年度から本格的な SCr の全国配置を目標に制度化するに至っt~o
SCrの活動内容は，心理の専門家としての技術を用いた活動だけでなく，コンサノレテーションや他機関との





















生徒数は，前年度に比べて若干減少傾向がみられるものの， 2006 (平成 18)年度では，全国の小学校における
30日以上欠席者数は2万 3，824人 (全小学生に占める割合0.33%に中学校では 10万2，940人(全中学生に占
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1980年代以降y 国際経済競争における危機感から，政府の教育への危機感が強まり j 再び教育の優位性が強
調されるようになった。平等性の原貝Ijを守りつつ，し、かに教育の質を向上させるかが焦点となった。それとと
もに，SCrの役割が拡大し，ほとんどの州で法的に規定されるようになった。1997年，ASCAからスクーノレカ
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6.000 
区分 18年度派遣校
小学校 1，697 (7.6J 
中学校 ワ，692(ワ60J
高等学校 769 (19.5J 






出典文部科学省初等中等教育局児童生徒課調査(スク ノレ力ウンセラー 活用事業補助事業) (2007) 
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米ソーシヤノレワーク協会 (NationalAssociation of Social Workers 以下， fN ABWJと略記)の一部を構成し，
他の SW領域と同じ専門職と して江価値観や方法を共有するに至ったのである。アメリカは，州によって独自
の法体系や教育システムが存在するため， SSW制度の形態も異なる面があるが，ほとんどの州で取り入れられ



































































出典 山野則子 「子ども家庭相談体制におけるスクーノレソーシヤノレワーク構築 Wyーシヤノレワーク研究~ Vol 
32 No.2 相川書房 (2凹6P.28) 
寺岡夏希他学校における子どもたちへの支援
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どの資格を有L， SSWrには担当のスクーノレソーシヤノレワーカー ・スー パーハイザー(以下， rSSWr' SVJと
略記)が決まっていた。 SSWぃ SVは，SSWrに対し指導助言を行い，困難なケースには必要に応じてケース
会議に参加した。 SSWr'SVは，弁護士・社会福祉士・臨床心理土 精神保健福祉士の資格を有し， SSWrは
ケースに応じてSSWr'SVを選びながら助言を受けることができた(Fig.8)。






Fig.8 スクールソ シャルワ ウ配置図全体
出典 山下栄三郎「ソー ユノヤJレワ クー研究j相川書房 (2∞6、刷32NO.2 P.1l6) 
〈スクー ノレYー ンヤノレワーヵーの活動内容>
大阪府教育委員会児童生徒支援聖書の中野 (2008)の調査によると， SSWr1人あたりの活動回数は，概ね週









































校内ケース会議 ・・・ 50回 (40%)
関係機関連携ケース会議・ ・ 13回 (10%)
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[派遣中学校]
コンサノレテーション ・・・ 8回 (18%)
校内ケース会議 ・・・ 26回 (58%)
関係機関連携ケース会議 ・・・ 13回 (24%)
。% 20% 
派遣小学校 6 3 
派遣中学校 8 





Fig. 10 配置地区でのSSWrの活動内容内訳 (回数教員研修除()
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不登校児童数は2002(平成 14)年度末， 2003 (平成 15)年度末と依然として 30人を超えていた。2004(平
成 16)年度末に長期欠席 19・不登校9と減ったのは卒業や転出によるものである。和光小学校では， 2003年
度からの家庭教育支援サボーターの配置， 2005年度からはSSWrの配置により，毎年工夫改善を加えながら不
登校対策に臨んだ。その結果，2005 (平成 17)年度以降，長期欠席 ・不登校児童数は増加することなく ，緩や
かな減少がみられた。2008年3月現在 (19年度末)には，長期欠席7人・不登校0人にまで減少した(Fig.ll)。
F i g1 長期欠席不登校児童数の推移






























































方スクーノレYー シヤノレワーカー活用事業」は， 2008年度， 国の委託事業(国 10/10) として全国的に
推進された。当初， 2カ年継続の委託事業として開始されたが， 2008年 12月の財務省内示により， 2009年度
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